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第3四半期のGDP成長率は？

証券時報「エコノミスト76名アンケート調査結果」（9/26発表）①

（出所）9月26日証券時報記事より作成。
（備考）2022年の中国のGDP成長率は、第1四半期は前年同期比4.8％、第2四半期は同0.4％。

●約４割のエコノミストが第３四半期GDP成
長率を「3～4％」と回答。
●「2～3％」との回答も約２割。
●「5％以上」との回答は１割に満たない。
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感染の波の繰り返し

向こう3ヵ月から半年の間における
中国経済の主なリスク要因

（複数選択可、上位5項目）
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（出所）9月26日証券時報記事より作成。
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消費者物価の上昇

基本的な生活費用の支

出圧力の高まり

住民財産性収入の低下

感染の波の繰り返し

所得の伸び及び就業状

況に対する期待の不足

向こう3か月から半年の間における
家計消費の回復に影響を及ぼす主

な要因（複数選択可、上位5項目）
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感染症等による産業

チェーン・サプライチェー

ンの安定性への影響

向こう3か月から半年の間における
企業経営が直面する最も重要な課題

（複数選択可、上位5項目）


